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２００２．３．１（４）

（
財
）町
田
市
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
公
社

非

常

勤

職

員

（
デ
イ
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
）

○
勤
務
日

月
〜
土
曜
日
で
、
２
〜
３

日○
勤
務
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
（
相
談
に
応
じ
ま
す
）

○
勤
務
場
所

小
山
田
高
齢
者
在
宅
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
下
小
山
田
町
）

○
募
集
人
員

若
干
名

○
賃
金

時
給
９
２
０
円
（
交
通
費
９

０
０
円
ま
で
支
給
）

○
選
考
方
法

書
類
・
面
接

○
応
募

履
歴
書
を
郵
送
で
、
３
月
８

日
ま
で
（
必
着
）
に（
財
）町
田
市
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
公
社
（
〒
１９４
―
０
０
１

３
、
原
町
田
４
―
２４
―
６
、
せ
り
が
や

会
館
内
、�
７
２
８
・
９
０
６
７
）へ
。

町
田
市
民
病
院

臨

時

職

員

【
小
児
科
医
師
（
外
来
）】

○
勤
務
日

週
１
日
以
上

※
待
遇
・
勤
務
日
・
時
間
等
詳
細
に
つ

い
て
は
委
細
面
談

○
選
考
方
法

書
類
・
面
接

○
応
募

履
歴
書
を
郵
送
で
３
月
２９
日

ま
で
（
消
印
有
効
）
に
町
田
市
民
病
院

管
理
課
（
〒
１９４
―
０
０
２
３
、
旭
町
２

―
１５
―
１４
、
�
７
２
２
・
２
２
３
０
内

線
５
５
３
）
へ
。

町
田
市
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

臨

時

指

導

員

各
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に
在
籍
す
る
学

童
（
障
害
児
を
含
む
）
の
保
育
及
び
介

助
の
仕
事
で
す
。

○
資
格

小
学
校
教
諭
免
許
、
幼
稚
園

教
諭
免
許
、
保
育
士
の
い
ず
れ
か
の
資

格
を
お
持
ち
の
方

○
勤
務
日

毎
週
月
〜
金
曜
日

○
勤
務
時
間

午
後
１
時
３０
分
〜
６
時

○
勤
務
場
所

市
内
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

○
募
集
人
員

若
干
名

○
応
募

写
真
を
張
っ
た
履
歴
書
に
資

格
証
明
書
の
写
し
を
添
付
し
、
３
月
１４

日
ま
で
に
直
接
青
少
年
課
（
�
７
２
４

・
２
１
８
２
）
ま
た
は
、
町
田
市
学
童

保
育
公
社（
�
７
２
０
・
２
１
９
１
）へ
。

ひ

な

た

村

ア

ル

バ

イ

ト

○
対
象

子
ど
も
が
好
き
な
１８
歳
〜
２９

歳
の
方
（
高
校
生
は
除
く
）

○
勤
務
期
間

４
月
８
日
〜
５
月
２
日

の
平
日
（
相
談
に
応
じ
ま
す
）

○
勤
務
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時

○
勤
務
内
容

小
学
生
の
歴
史
体
験
学

習
の
補
助

○
人
員

若
干
名

○
賃
金

時
給
８
８
０
円
（
交
通
費
は

９
０
０
円
ま
で
支
給
）

○
応
募

履
歴
書
を
郵
送
で
３
月
１１
日

ま
で
（
必
着
）
に
、
ひ
な
た
村
（
〒
１９４

―
０
０
３
２
、
本
町
田
２
８
６
３
、
�

７
２
２
・
５
７
３
６
）
へ
。

※
書
類
審
査
の
う
え
後
日
連
絡
し
ま

す
。

※
履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

保

育

室

園

児

市
で
は
、
下
表
の
保
育
室
と
委
託
契

約
を
し
て
い
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
方

市
内
在
住
で
�１
両

親
が
共
働
き
、
ま
た
は
自
営
業
�２
家
庭

内
に
病
人
が
あ
り
看
護
が
必
要
�３
出
産

等
で
お
子
さ
ん
を
保
育
で
き
な
い
―
方

○
申
し
込
み

直
接
、
各
保
育
室
へ
。

�問
児
童
福
祉
課
�
７
２
４
・
２
１
３
８

町
田
国
際
協
会
、
第
３
回
日
本
語
学
習

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

受

講

生

○
期
間

５
月
９
日
〜
１１
月
１４
日
毎
週

木
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
、全
２４
回（
８

月
は
夏
休
み
。
講
義
の
ほ
か
に
日
本
語

教
室
見
学
予
定
）

○
会
場

町
田
国
際
協
会
講
習
室
（
町

田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
４
階
）

○
学
習
内
容

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
学
習

心
理
に
配
慮
し
た
日
本
語
活
動
の
実

際
、
初
級
文
法
の
要
点
と
そ
の
示
し
方

ほ
か

○
講
師

桜
美
林
大
学
・
松
下
達
彦
氏
、

東
京
外
語
大
学
・
梅
岡
巳
香
氏
ほ
か

○
定
員

約
３０
人
（
講
座
終
了
後
日
本

語
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
希

望
者
を
優
先
の
う
え
抽
選
。
受
講
生
は

当
協
会
の
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
）

○
費
用

１
万
８
０
０
０
円
及
び
テ
キ

ス
ト
代
実
費
（
３
０
０
０
円
限
度
の
予

定
）

○
申
し
込
み

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名

・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
性
別

・
年
齢
（
何
歳
代
か
）・
電
話
番
号
・

所
属
部
会
名
（
協
会
員
の
場
合
）・
簡

単
な
受
講
理
由
を
明
記
し
、
３
月
１５
日

ま
で
（
必
着
）
に
町
田
国
際
協
会
日
本

語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
係
（
〒
１９４

―
０
０
１
３
、
原
町
田
４
―
９
―
８
、

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
、
�
７
２
２

・
４
２
６
０
）
へ
。

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

消
費
生
活
に
関
す
る
学
習
会
や
施
設

見
学
会
等
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
と
共

に
、
ご
意
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

○
対
象

市
内
在
住
の
２０
歳
（
４
月
１

日
現
在
）
以
上
の
方
（
以
前
に
参
加
し

た
こ
と
の
あ
る
方
を
除
く
）

○
期
間

４
月
〜
２
０
０
３
年
３
月

○
定
員

４０
人
（
選
考
）

○
応
募

募
集
案
内
に
添
付
の
申
込
用

紙
（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
市
役
所
市
民

相
談
室
、
南
・
な
る
せ
駅
前
・
鶴
川
・

忠
生
・
堺
の
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
玉
川

学
園
文
化
・
木
曽
山
崎
・
小
山
の
各
セ

ン
タ
ー
、
森
野
分
庁
舎
１
階
に
あ
り
ま

す
）
に
記
入
し
、
３
月
１５
日
ま
で
（
消

印
有
効
）
に
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー（
〒
１９４
―
０
０
１
３
、

原
町
田
４
―
９
―
８
、
町
田
市
民
フ
ォ

ー
ラ
ム
内
、�
７
２
５
・
８
８
０
５
）へ
。

※
募
集
案
内
の
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方

は
ご
連
絡
下
さ
い
。

町
田
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

運

営

審

議

会

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か

じ
め
「
市
政
情
報
や
ま
び
こ
」（
�
７

２
４
・
８
４
０
７
）へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
日
時

３
月
１１
日
（
月
）
午
前
１０
時

〜
正
午

○
会
場

市
役
所
地
下
特
別
会
議
室

ご協力下さいＪ
Ｒ
横
浜
線
相
原
駅
自
由
通
路
設
置

及
び
橋
上
駅
舎
化
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。
工
事
に
伴
い
駅
東
口
に
仮
駅
舎
を

建
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
口
臨
時

改
札
口
側
も
車
の
回
転
広
場
を
従
来
よ

り
橋
本
側
に
移
動
し
ま
し
た
。

工
事
期
間
中
（
平
成
１６
年
３
月
末
ま

で
を
予
定
）
駅
前
で
の
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

�問
建
設
総
務
課
�
７
２
４
・
１
１
２
４

今
で
は
、「
町
田
市
名
木
百
選
」
の

松
は
す
べ
て
枯
れ
、
市
の
公
園
や
緑
地

で
も
年
に
数
百
本
も
の
松
枯
れ
が
続

き
、
松
林
が
残
る
能
ヶ
谷
町
、
本
町
田

で
も
、
全
滅
の
危
機
に
あ
り
ま
す
。

松
枯
れ
の
原
因
は
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ

ン
チ
ュ
ウ
（
材
線
虫
）
が
松
に
侵
入
す

る
こ
と
に
よ
り
起
こ
り
ま
す
。
材
線
虫

は
、
運
び
屋
で
あ
る
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ

ミ
キ
リ
の
助
け
を
借
り
、
新
た
な
松
へ

と
寄
生
し
て
い
き
ま
す
。
現
在
、
材
線

虫
を
予
防
・
駆
除
す
る
良
い
方
法
は
確

立
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
松
枯
れ
の
感
染

を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
枯
れ
松
は
、

速
や
か
に
伐
採
の
上
、
処
理
し
、
カ
ミ

キ
リ
と
材
線
虫
の
共
生
関
係
を
断
ち
切

り
ま
す
。
枯
れ
松
か
ら
羽
化
す
る
前
の

５
月
上
旬
ま
で
に
処
理
す
る
こ
と
が
一

番
効
果
的
で
す
。

発
生
源
を
断
つ
た
め
に
は
皆
さ
ん
の

ご
協
力
が
必
要
で
す
。
所
有
地
内
で
松

が
枯
れ
た
ら
、
放
置
せ
ず
速
や
か
な
処

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

�問
公
園
緑
地
課
�
７
９
３
・
７
６
１
１

左
表
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す

る
方
に
は
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
既

に
こ
の
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
手

続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
最
近
転
入
し
た
方
で
前
住
所

地
で
手
当
を
受
け
て
い
た
方
は
新
た
に

申
請
が
必
要
で
す
。

手
当
の
申
請
に
は
、
印
鑑
の
ほ
か
に

身
体
障
害
者
手
帳
、
愛
の
手
帳
、
診
断

書
、
保
健
所
で
発
行
す
る
医
療
券
の
い

ず
れ
か
と
、
転
入
者
は
所
得
証
明
書
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〔
児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
申
請
〕

①
世
帯
全
員
の
全
部
の
内
容
が
記
載

さ
れ
て
い
る
住
民
票
②
申
請
者
と
児
童

の
戸
籍
謄
本
、
さ
ら
に
児
童
扶
養
手
当

に
は
、
申
請
者
の
預
金
通
帳
（
都
内
に

本
・
支
店
の
あ
る
金
融
機
関
）
が
必
要

で
す
。

�問
児
童
福
祉
課
�
７
２
４
・
２
１
３
９

各

種

福
祉
手
当

該
当
者
は
申
請
を

松
枯
れ
が
急
増
し
て
い
ま
す

放
置
せ
ず
速
や
か
に
伐
採
の
上
、処
理
を

Ｊ

Ｒ

横
浜
線

相
原
駅
で
工
事
を
開
始

工
事
期
間
中
は
混
雑
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

各 種 福 祉 手 当 一 覧

対 象 者

２０歳以上で、日常生活で常に特別の介護を必要と
する障害状態にある方
�１身体または精神に著しい重度の障害があり日常
生活で自己の用を自身でできない �２重度の身体
障害と重度の精神障害が重複 �３身体に２つ以上
の異なる重度の障害をもつ �４疾病により長期に
わたり絶対安静を必要とする病状にある
※施設入所者、病院に３か月以上入院の方、本人
・配偶者・扶養義務者の所得が一定額以上の方は
除く。

いつも介護を必要とする方（６５歳未満の方）
�１重度の知的障害で、常時著しい精神症状がある
�２重度の知的障害と重度の身体障害がある �３重
度の肢体不自由者で、両上肢及び両下肢の機能が
失われ座っているのが困難
※施設入所者、３か月以上継続して入院中の方は
除く。

昭和５９年４月２日以降に生まれた次の児童を扶養
している母、または養育者
�１父母が離婚 �２父が死亡 �３父が生死不明 �４
父に重度の障害がある �５父が法令により１年以
上の拘禁 �６父に１年以上遺棄されている �７婚
姻によらないで生まれ、父から扶養されていない
※児童が施設入所中、公的年金を受給中の方は除
く。また、本人・扶養義務者の所得が一定額以上
の方は支給停止となります。

※扶養義務者…申請者と同居している父母、祖父母、子、兄弟姉妹、孫等直系血族。

手当の種類
手当額（月額）

特別障害手当
２６，８６０円

重度心身障害
者手当
６０，０００円

児童扶養手当
４２，３７０円
２８，３５０円

（一部支給停
止の方）

対 象 者

心身に障害のある２０歳未満の児童を扶養している方
�１身障手帳…おおむね１～３級 �２愛の手帳…おお
むね１～３度
※児童が施設に入所中、障害を理由とする年金を受
給中、保護者の所得が一定額以上の場合は除く。

心身に障害のある２０歳以上６５歳未満の方（一部例外
有）
（都制度）�１身障手帳…１・２級 �２愛の手帳…１
～３度 �３脳性マヒ �４進行性筋萎縮症
（市制度）�１身障…３・４級 �２愛の手帳…４度
�３難病
※都制度・市制度ともに、施設入所者、老人福祉手
当受給者、所得が一定額以上の方は除く。

心身に障害のある２０歳未満の児童を扶養している方
�１身障手帳…３・４級 �２愛の手帳…４度 �３脳性マ
ヒ �４進行性筋萎縮症 �５難病
※児童が施設入所中、児童育成手当の障害手当受給
者、保護者の所得が一定額以上の方は除く。

常時介護を必要とする２０歳未満の方
�１身障手帳…おおむね１、２級 �２愛の手帳…おお
むね１、２度 �３これらと同等な疾病、あるいは精
神障害がある方
※施設入所者、障害を理由とする年金を受給中、本
人及び扶養義務者の所得が一定額以上の方は除く。

手当の種類
手当額（月額）

特別児童
扶養手当

５１，５５０円
（国民年金法障
害等級の１級）

３４，３３０円
（同２級）

心身障害者
福祉手当
都制度

１５，５００円
市制度

８，０００円

町田市重度心身
障害児童福祉
手当

８，０００円

障害児福祉手当
１４，６１０円

保 育 室 一 覧 表
所在地

能ヶ谷町９８

金井５―３―７

木曽町４６５―６

山崎町１９６

野津田町２６３４
レスポワールＫ２―１０６

電話

７３４・４６９６

７３５・２５６７

７２５・１３７８

７９２・３４４１

７３６・６６４８

定員

１８人

１１人

１５人

１８人

１２人

保育室名

大野保育室

たんぽぽ保育室

こざくら保育室

わんぱく保育室

共同保育所
おひさま保育園


